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P3−50　低酸素性虚 1血性脳症 の 新生 児 に対する脳低温 療法中の Microdialysis法を爾 い た生化学的モ ニ タ リ ン グの 経験
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【目的】Microdialysls　ikは，脳内細胞外液中の 物質をサ ン プ リ ン グ す る こ とが可能 で，グ ル コ ー
ス （脳 血 液灌 流 σ）指 標），乳

酸，ビ ル ビ ン酸 〈脳 虚魔 の 指標），グ ル タ ミ ン酸 （興奮牲 ア ミノ酸放磁の 指標），グ リセ ロ
ー

ル ｛繕内緇匏膜破壊の 指標〉な ど

の 測定か ら脳内の 変化 を と らえ る こ とが可 能 なモ ニ タ リ ン グ で あ る．今 國，本 法 を用 い て，脳 低 温 療法 中の 脳 内細 胞外液 レ ベ

ル での 種 々 の パ ラ メータの 変化を検討 したの で報告す る．【方法】低酸素性虚 血性脳症 に て 入 院 し，脳低温療法を施行 し た 3
例 を対象 と した．本法は，先端が 分 子量 5B 〜20．GOOの 特定物質を透過 させ る半透膜 と なっ て い る カ テ

ー
テ ル を用 い る．こ の

カテ
ー

テ ル を大泉門か ら脳組織内へ 挿入 し，上記 5項 目を を BHT 開始後 連続して経時的 に測定した．なお，本法を騨入す

る際 に院内の 倫理委員会の 承認を得，魎親 の 承諾を得られ た 患児の み iこ本法 を施行 した．【成 績】本法 を葹 行 した こ とに よ る躙

作用 は 認め られ ず，安全 に 施行す る こ とが で きた．予後良好の 2例 とr 予 後不 良の 1例の パ ラメ ータ は，脳癰織 の 嫌気性代謝

の 指標 で ある乳酸 （良re　2．4 ± O．9mM （n ＝＝41）， 不良 6．4　±　2．6mM （n ＝　32＞，　 p＜ 0．001），乳酸／ビ ル ビ ン 酸比 （良好 19．2± 7．0
〈n ‘ 41＞，不 良 35．8± 11．5（nm32 ），p＜0．001），緇鞄膜 の 破壊を反映す る グ リセ ロ

ー
ル （喪好 51．3± 8．1μM （n ・＝40），不良 215．6 ±

365μM （n ＝35），p く 0．001）にお い て有意差を認め た，グル タ ミ ン 酸 グ ル コ ース に は有意差を認め なか ’
） た．【結論1脳低温

療法中の Microdialysis法を用 い た生化学的モ ニ タ リン グ は，副作鷽を認めず，安全 に旛行する こ とが で き，脳組織の 代謝及

び破壊の評緬に有用 で あ る事が騨らか となっ た，

P3−51　 近赤外線分光法 に よる胎盤の 酸素動態の 検討
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【目醐 わ れ われ は 近赤外線分光法を用 い て母体腹壁か ら胎盤の 酸素勤態をモ ニ タ リ ン グす る 方法 を 開発 して きた，こ の 測定

法 に よ り得 られ る組織 酸 素化 指 標 （Tisuue　oxygenation 　Index ；以 下 TOI 値 と略す）は，組織酸素飽和度を反映する とされ る．

今回は，妊娠高撫 圧症候群舎併妊婦 （以 下 P田 と略す〉に お ける TOI 値を溯定 し，正常妊婦 と比較 し．得 られた知見 を報告

する．【方法】イ ン フ t 一ム ドコ ン セ ン トを得 た正 常妊婦 15例 （A 群）と PIH 合 併妊婦 6 例 （B 群 〉を対象 とした．われ わ れ

が 開発 した セ ン サ を胎 盤 の 直上 に相当す る 母体腹壁 に装着 し，それ を浜松 ホ トニ ク ス 社製近赤外線分 光 測定 装 置 （NIRO120）
に接 続 して モ ニ タ リ ン グ し，TO 亙値 を解 析 した．濔定 回数 は A 群は 計 79 回，　 B 群 は 計 21 回 で あっ た，【成績】全 症 例 にお い

て 胎盤酸素動態 の 測定が rEf能で あ っ た，　 A 群 にお ける TOI 値は 72．36 ± 5．36％ で あり，妊娠週数に よ る それ らの 値 の 変化 は

認め な か っ た．B 群 にお ける TOI 値 は 80，20 ± 2、78％ で あ っ た、　 P攤 診断時 と病状変化時 に よ るそ れ らの 値の 変侘は認め な

か っ た．【結論】近赤外線分滝法を用 い て非擬襲的 に胎盤の 酸素動態 モ ニ タ リ ン グをす る こ とが可能で あっ た．P狽 合併妊婦の

胎 盤 の 酸素動態 に お い て は正 常妊婦 と比 較 し，TOI 値が 高値を示 した．　PIH の ハ イ リス ク症例 に対し，よ り早期に測定を施行

L ．そ の 値か ら発症 を予 期で きる可能性などを含め．本法は周産期管理 にお い て穀た な 稽報を擬供する方法 とな り得る可能牲

が 示唆され た d

P3−52　妊娠 に よ り緑体 の ウ リナ ス タチ ン 藤 生 は 亢 進する一正常妊娠と Potter癨例 との 比較か ら一
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【目的1産科領域で は 頸管熟化卿創，子宮収縮掬制などの 効果を持つ トリ プ シ ン イ ン ヒ ビ ター （以 下，ウ リナ ス タチ ン ）は．
元 来，外傷，感染，癌 な ど生体が侵襲を受 け た際 に肝で 産生され る 内因性防御因子 と して 知 られ で い る．今 回 は妊娠経過 に伴

う推移 を検討 した．【方法｝イ ン フ t・i・ム ドコ ン セ ン トを得 た 後 に ウ リナス タ チ ン 灘定キ ッ ト （ELISA 法〉を用 い て ，1．）正常

娃娠 （妊娠 3〜10 ヶ 月）｝0 例，2）羊水過少妊娠 （Potter2型〉（妊 娠 7〜9 ヶ 月 ）1例の 尿 巾ウ リ ナ ス タチ ン値を妊婦健診時お

よ び産褥期 に測 定 した．なお，測定値は尿中ク レ ァチ ニ ン値で 補正 した．【成績11）正 常妊 娠例で は妊娠 4 ヶ 月 ：2595± 12ρ9
（mean ± SE ）　IV！mg

・Cr 似
一
下単位略），5 ヶ 月 ：38、51 ± 6、29，6 ヶ 月 ：57．84± 16．31 と上 昇 し以後．ほ ぼ 同 レベ ル （7 ヶ 月 ：

50．77 ± 12．78，8 ヶ 月 ：69．49．　±　14．11，9 ヶ 月 ：41．62　±　7．48，10ヶ 月 155 ．19± 10．73）で推移 し，産褥期 （17．1± 6．51）に有意 に減

少 した （p〈 O．05＞．2｝羊水 が ほ とん どない Potter2型 の 妊婦で も正常妊娠群 と同様 （7 ヶ 月 ：74、26，8 ヶ H ： 109．12，9 ヶ 月 ：

111．e）に尿中ウ リナ ス タチ ン が 測定され た．【結論】妊娠経過に伴い 母体尿中の ウ リナ ス タ チ ン は増加 し，分娩 とと もに減少 し

た．羊水過少症例で も同様で あっ た こ とか らウ リナ ス タチ ン は妊娠に ともない 母体が産生 した もの と考えられ た．すなわち，
妊娠 とい うス トレス に対 し内園牲 ウ リナ ス タチ ン が攫生亢進 し，弼らかの 機序 で妊娠羅持機構 に関わっ て い る可能牲がある．
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